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雪印メグミルク株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：西尾  啓治）は、 

2021年9月にニューヨークにて開催される国連「食料システムサミット（Food Systems Summit：FSS）」

（以下、FSS）への支持を表明し、コミットメントを提出しました。 

FSSとは、SDGsの達成のためには持続可能な食料システム（食料の生産、加工、輸送及び消費に関

わる一連の活動）への転換が必要不可欠だという、グテーレス国連事務総長の考えに基づき開催される

国連主催のサミットです。食料システムの持続性の確保を世界共通の課題として議論し、今後のあるべ

き姿を示そうとする、各国ハイレベルによる初めての国際会議となります。 

各国が持続可能な食料システムの実現のための取組みを提出することとなっており、日本でも、FSS

の趣旨に賛同した民間企業が各社で実施している取組みをコミットメントとして提出し、政府が取りま

とめて国連に提出します。 

雪印メグミルクは、本サミットの趣旨に賛同し支持表明を行うとともに、食料システムの課題の5つ

のテーマの中から3つを選択し、対応する具体的KPIをコミットメントとして明示しました。 

今後、持続可能な社会の実現に向け、FSSのコミットメントに則した活動を展開してまいります。 

 

 

雪印メグミルクは、持続可能な開発目標の達成に向け、食料システムの変革への具体的な行動を推進するために開催される

FSSへの支持を表明します。 

当社は、ＣＳＲ重要課題（マテリアリティ）を特定し、持続的な食料システム、特に「質（栄養）・量 （供給）両面にわたる

食料安全保障」「食料消費の持続可能性」「環境に調和した農業の推進」の実現に貢献するため、日本政府の「みどりの食料シス

テム戦略」などの取組みと連携し、食品ロス削減をはじめとする社会課題の解決に向けて取り組みます。 

【具体的な取組み・目標（ＫＰＩ）】 

①環境に配慮した商品開発を推進する。（既存商品・新規商品の賞味期限の延⾧や、賞味期限の年月表示を積極的に推進） 

②健康寿命延伸への貢献を重点テーマとした食育活動を実施し、2019～2026年度で年間平均4.5万人の参加者数を目指す。 

③2021年度までに、食品廃棄物リサイクル率95%以上にする。 

④2026年度までに、認証パーム油100％調達を目指す。 

⑤日本酪農青年研究連盟の運営支援および酪農総合研究所の活動により、 持続的酪農経営を行うための経営管理・技術的

支援を行う。 

 

 

国連「食料システムサミット」への支持表明 

およびコミットメント提出のお知らせ 
 

雪印メグミルク株式会社のコミットメント 



 

 

■ＣＳＲ重要課題（マテリアリティ）  

https://www.meg-snow.com/csr/materiality/ 

 

■農林水産省 国連食料システムサミット（Food Systems Summit：FSS） 

https://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokusei/kanren_sesaku/FAO/fss.html 

 
 
 
 
 
 
 

                   
 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

雪印メグミルク株式会社広報ＩＲ部 広報グループ 

TEL 03-3226-2124  FAX 03-3226-2150 

E-mail msb-pr@meg-snow.com 


